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　 皆様！どうぞ、運動会を見にいらしてください！ 

 

　 明日は運動会です。保護者の皆様には準備等お世話になりありがとうございます。今年は、学

校行事が秋に集中してしまったことから、６月の実施となりました。暑い中ですので、熱中症など

に十分注意して行っていきます。 

　 子どもたちは、毎日、１時間、１時間、本当によく集中して練習してきました。 

　 個人走「ぴったり２０秒」では、２０秒を全力で走ります。体育や体力テストなど５０メートルなら走

る機会が多いのですが、今回はもっと長いです。それぞれスタート位置を変えて、「最後まで全

力」で取り組めるように考えた種目です。今日もコースを走って練習し、自分のスタート位置を確

認していました。 

　 表現種目「下生井っ子は最強」「ダンスホール２０２５」では、体全体でリズムに乗って踊ります。

テレビやインターネットでよく目にするからでしょうか、踊りを覚えるのが早く、踊りの合間に「こう踊

るといいよ。」など教えあっている姿もよく見られました。練習するたびに全体のまとまり感ができて

きて、みんなで一緒に踊ることを楽しんでいました。学級の人数は少ないですが、このような体験

をすることで、「みんなで一緒にあわせる」ことのよさを味わうことは大切なことだと思っています。

一人一人の得意気な表情にもご注目ください。 

　 また、赤白に分かれての対戦となります。応援団は太鼓の音や応援の声が朝から、そして休み

時間にも聞こえてきていました。進んで練習していたということです。声の出し方で気合が入って

いることがわかり、みんなの気持ちも盛り上げていました。かっこいい、たくましい姿に、意欲が感

じられ、それだけでなく、その子なりに、みんなにどう呼びかけるか考えたり、このタイミングで盛り

上げようと判断したりしているなと見て取れます。団体の種目でも、練習で対戦するごとに、作戦

を立て、また対戦するという繰り返しの中で、互いにほめあったり教えあったりする場面がたくさん

見られました。子どもは考え、人間関係も学んでいます。 

　 明日の運動会を実施し、振り返って次に生かしていきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表現を互いに見合っています。  　 赤・白で分かれて「がんばるぞ！」

 

 作戦を

立 て ま す

 　

             大きな声で応援の練習

               


